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令
和
２
年
度
の
行
政
連
絡
委
員

（
区
長
さ
ん
）が
決
ま
り
ま
し
た
。

行
政
連
絡
委
員
に
は
、
主
に
町

か
ら
の
連
絡
事
項
を
地
区
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
り
、
役
場
か
ら
依
頼

さ
れ
た
調
査
報
告
に
関
す
る
仕
事

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
地
区
と

行
政
の
架
け
橋
と
し
て
１
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

河
津
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委

嘱
式
が
４
月
１
日
、
町
長
室
で
行

わ
れ
、
岸
重
宏
町
長
か
ら
４
人
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
地
域

か
ら
過
疎
地
域
へ
移
住
し
、「
地
域

協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
そ
の

地
域
へ
の
移
住
定
住
を
図
る
取
組

で
す
。

新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
小
澤
美
紀

み

き

さ
ん（
４７
）は
長
野
県
岡
谷
市
出
身

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
促
進
や
ロ
ケ

支
援
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲岸重宏町長から委嘱を受ける小澤さん

氏 名地 区

村 木 定 男浜

鈴 木 浩 伸笹 原

渡 邉 明 道田 中

鈴 木 清沢 田

彦 山 和 利逆 川

村 串 勝 則上 峰

稲 葉 四 郎下 峰

白 井 正 勉谷 津

加 藤 健 吉縄 地

嶋 崎 秀 利見高浜

飯 田 亘長 野

遠 藤 和 弥見高入谷

鈴 木 彰 治梨 本

稲 葉 俊 夫泉奥原

相 馬 和 男川 横

板 垣 正 春大 鍋

鳥 沢 朗小 鍋

佐 藤 和 広湯ヶ野

山 城 修下佐ヶ野

稲 葉 定 之上佐ヶ野

相 馬 謙 一天 川

相 馬 克 光筏 場

飯 田 敏大 堰

令和２年度 行政連絡委員

協
力
隊
３
年
目
の
和
田
佳
菜
子

か

な

こ

さ
ん（
３２
）は
、
引
き
続
き
情
報
発

信
を
中
心
に
活
動
し
ま
す
。
拠
点

を
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
に
移
し
、

主
に
公
園
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い

創
出
に
努
め
ま
す
。

２
年
目
の
輿
水
光
樹
さ
ん（
５５
）

こ
し
み
ず
こ
う

き

は
、
鳥
獣
害
対
策
や
都
市
と
農
村

交
流
事
業
に
加
え
て
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
、
空
き
家
バ
ン
ク

や
移
住
定
住
の
分
野
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

同
じ
く
２
年
目
の
越
尾
み
ゆ
さ

こ
し

お

ん（
２４
）は
、
昨
年
取
得
し
た
資
格

な
ど
を
活
か
し
、
引
き
続
き
鳥
獣

害
対
策
と
都
市
と
農
村
交
流
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

よろしく
お願いします

河
津
町
消
防
団
長
任
命
式
が
４

月
１
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
、
新

団
長
に
稲
葉
克
己
さ
ん
＝
上
峰
＝

か
つ

み

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▲岸町長から辞令を受ける稲葉さん

消
防
団
は
、
火
災
や
風
水
害
、

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、消
火・

救
助
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。
平
常
時
に
は
、
災
害
時

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練

や
資
機
材
の
点
検
な
ど
を
徹
底
し

ま
す
。

稲
葉
さ
ん
は
、
町
消
防
団
本
部

部
長
や
副
団
長
を
務
め
た
経
験
を

活
か
し
、
４
月
か
ら
３
年
間
、
町

消
防
団
員
２
８
５
人
の
指
揮
に
あ

た
り
、
町
民
の
安
心
と
安
全
を
守

る
た
め
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
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建退職者（令和2年3月31日付）
おつかれさまでした

04start 町職員の配置 （令和2年4月1日付）
さらなるまちづくりの向上を目指し、４月１日に人事異動を行いました。今年度は５人の新規職

員が加わり、新たな体制でスタートしています。（表記の◎は昇格者、異動者、新規採用者です）

副
町
長

土
屋

晴
弥

総務課
課長 後藤 幹樹
（防災監・選管書記長・検査係長兼務）

総 務 係 係長兼選管書記長代理 平 川 直 也 秋 吉 里 枝 後 藤 明 山 田 祐 司
主幹 山本久美子

財 政 係 主幹兼係長 島 崎 和 広 相馬紳一郎
検 査 係 ◎村 串 弘 親
防 災 係 主幹兼係長兼防災監代理 ◎堤 康 匡 山 本 伊 代 石 井 悠 嗣

町

長

岸

重
宏

伊豆半島ジオパーク推進協議会事務局派遣 主幹 小 野 英 樹

係長 相 馬 圭 吾 稲 本 徳 昭東河環境センター派遣
所長 土 屋 亨

町民生活課
課長◎土屋 典子

窓 口 係 主幹兼係長 友 田 佳 伸 釜田千穂里 稲 葉 純 平 飯田なつみ
税 務 係 係長 島 崎 友 子 飯 田 雅 人 鈴 木 剛 飯 田 佳 希
徴 収 係 主幹兼係長 稲 葉 英 紀 渡 辺 稜 鳥 澤 健 太
健 康 係 主幹兼係長 臼 井 理 治 稲 葉 臣 中 川 舞 香 山下由香里
福祉介護係 係長 進 士 正 寛 関 真 由 美 土 屋 美 里 鈴木ありさ 髙 屋 雅 輝

土 屋 美 佳 加 藤 浩 平
包括支援係 主幹兼係長 遠 藤 絹 代 ◎久 澤 康 徳 渡邉美智子
保険年金係 係長 安 田 大 介 鈴 木 英 光 石 井 朋 代

健康福祉課
課長 稲葉 吉一

教育長 鈴木 基教育委員会

学校教育係 係長 土 屋 政 治 瀧 口 聖 道 長 田 誠 弘
社会教育係 主幹兼係長 土 屋 弘 幸 鈴木めぐみ 山 下 永 吉

教育委員会
事務局長 川尻 一仁

学校用務員…………………………………………佐 藤 典 枝

さくら幼稚園
園長◎竹内佐紀子

教頭 ◎板 垣 典 子 進 士 麻 実 村 山 朝 美
係長 ◎有 澤 則 子 野 口 真 実 友 田 美 和 山 下 里 穂

建設課
課長◎山本 博雄

管 理 係 係長 中 村 光 幸 鈴 木 泰 斗 臼 井 英 樹
建 設 係 係長 ◎鈴 木 弘 之 土 屋 友 樹 梅 原 孝 起

産業振興課
課長 村串 信二
（農業委員会事務局長兼務）

農林水産係 係長 ◎萩 原 和 也 土 屋 翔 遠 藤 健 司 村 田 知 宏
観光商工振興係 主幹兼係長 土 屋 勉 土 屋 悟 史 稲 葉 健 太 島 崎 雅 治

会計室
室長 渡辺 音哉
(会計管理者兼務)

会 計 係 稲葉めぐみ 石田有樹子

水道温泉課
課長 中村 邦彦

工 務 係 係長 土 屋 正 樹 島 﨑 恭 平 白 井 淑 基 木 下 祐 斗
業 務 係 係長 稲 葉 純 豊 田 綾 文

企画調整課
課長 木村 吉弘

企画調整係 係長 ◎古 川 雅 也 ◎渡 邉 優 人 渡 辺 亮 平 板 垣 雄 大 笹 本 耕 平
広報秘書係 主幹兼係長 鈴 木 亜 弥 相 馬 祐 希

農 業 委 員 会 ……………………………………書記（主任） 長谷川純也（農林水産係兼務）

議会事務局
事務局長 飯田 吉光
（監査委員書記兼務）

……………………………………書記（主事） 大 川 知 寛（選挙管理委員会・監査委員書記兼務）

野口浩明 （総務課長兼防災監）
鳥澤俊光 （産業振興課長兼農業委員会事務局長）
山下智巳 （東河環境センター）

建
新
規
採
用
職
員

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（下田市 34歳（下田市 34歳））

企画調整企画調整課課

笹本笹本 耕耕
ここうう

平平
へへいい

（下田市 34歳）

企画調整課

笹本 耕
こう

平
へい

町民生活町民生活課課町民生活課

飯田 なつ飯田 なつみみ飯田 なつみ
（大堰 22歳（大堰 22歳））（大堰 22歳）

（見高浜 23歳（見高浜 23歳））

産業振興産業振興課課

島崎島崎 雅雅
ままささ

治治
ははるる

（見高浜 23歳）

産業振興課

島崎 雅
まさ

治
はる

（伊東市 35歳（伊東市 35歳））

健康福祉健康福祉課課

髙髙
たたかか

屋屋
やや

雅雅
ままささ

輝輝
きき

（伊東市 35歳）

健康福祉課

髙
たか

屋
や

雅
まさ

輝
き

（下田市 20歳（下田市 20歳））

水道温泉水道温泉課課

木下木下 祐祐
ゆゆうう

斗斗
とと

（下田市 20歳）

水道温泉課

木下 祐
ゆう

斗
と
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町
の
助
成・補
助
制
度
を
紹
介
し
ま
す

町
で
は
、
令
和
２
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
・
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
お
祝
い
・
子
育
て
」「
住
宅
・
安
全
」「
健
康
・
く
ら
し
」「
商
工
・
農
業
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

着
工
前
に
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
結
婚
祝
金

新
た
に
夫
婦
と
な
っ
た
１
組
に

つ
き
１０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
夫
婦

・
婚
姻
の
届
出
を
し
、
夫
婦
と
も

に
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
夫
婦
ま
た
は
い
ず
れ
か
一
方
が

婚
姻
届
出
前
に
１
年
以
上
町
に
住

所
が
あ
る
人

・
夫
婦
と
も
に
、
結
婚
後
も
引
き

続
き
町
に
住
所
を
有
す
る
人

・
過
去
に
河
津
町
結
婚
祝
金
を
受

け
て
お
ら
ず
、
町
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
出
産
費
助
成
制
度

子
ど
も
の
出
産
に
か
か
る
費
用

の
一
部
（
１
回
の
出
産
に
つ
き
１０

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

出
産
日
の
6
カ
月
以
上
前
か
ら

町
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
町

に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
出
産
育
児
一
時
金

出
産
児
１
人
に
つ
き
、
一
時
金

と
し
て
４２
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
出
産

し
た
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
敬
老
祝
金
お
よ
び
記
念
品

１００
歳
に
達
し
た
人
に

１００

１０
万
円
を
、

８８
歳
に
達
し
た
人
と

８８

１００
歳
以
上
の

人
に
記
念
品
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
り
（
住
所
地
特

例
の
人
は
従
前
住
所
地
）、８８
歳
に

達
し
た
人
お
よ
び
１００
歳
以
上
の
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
不
妊
治
療
費
・
不
育
症
治
療
費

等
助
成
事
業

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
と
治
療
の
た
め
通
院
に
要
し

た
交
通
費
）
や
、
不
育
症
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

①
一
般
不
妊
治
療
（
１
回
２
万
円

を
限
度
に
年
間
１０
万
円
ま
で
）

②
人
工
授
精
（
年
度
ご
と
に
負
担

額
の
１０
分
の
７
、
上
限
６
万
５
千

円
ま
で
）
※
①
と
②
の
併
用
不
可

③
特
定
不
妊
治
療（
※
体
外
受
精・

顕
微
受
精
・
男
性
不
妊
治
療
に
関

わ
る
手
術
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
な
ど
」）は
１
回
１５
万
円
を
限
度

に
年
２
回
ま
で

④
不
育
症
治
療
（
年
度
ご
と
に
負

担
額
の
１０
分
の
７
、
上
限

１０

２４
万
千

５
百
円
ま
で
）

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

法
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者

で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
妊
婦
・
妊
娠
歯
科
・
産
婦

健
康
診
査
費
助
成
事
業

各
健
康
診
査
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
、
妊
婦
健
康
診
査
（
合
計
最

大
９
万
９
０
２
０
円
分
）、妊
娠
歯

科
健
康
診
査
（
最
大
４
０
０
０
円

分
）、産
婦
健
康
診
査（
合
計
最
大

１
万
円
分
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
る
妊
婦
ま
た
は

産
婦

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

お
祝
͍
ɾ
ࢠ
ҭ
ͯ

暮
ら
し
や
す
い
未
来
を

̍助
成・補助
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▼
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
費
助
成
事
業

赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚
検
査
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

生
後
４
カ
月
未
満
児
（
検
査
日

に
、
児
と
産
婦
の
両
方
ま
た
は
い

ず
れ
か
が
町
に
住
所
が
あ
る
）

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際

に
か
か
る
保
険
対
象
医
療
費
の
自

己
負
担
分
と
、
入
院
時
の
食
事
療

養
費
標
準
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
る
高
校
３
年
生

世
代
（
１８
歳
以
下
）
ま
で
の
子
ど

も問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
子
育
て
応
援

住
宅
整
備
事
業
補
助
金

住
宅
の
新
築
工
事
や
増
改
築
工

事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
ま
た
は
補
助
の
申
請
時
点
で
妊

婦
の
い
る
世
帯

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
人

・
住
宅
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

お
よ
び
居
住
し
て
い
る
人

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
教
育
資
金
利
子
補
給
金

一
定
の
金
融
機
関
か
ら
大
学
や

専
門
学
校
な
ど
へ
進
学
の
た
め
教

育
資
金
を
借
り
入
れ
た
人
ま
た
は

公
共
機
関
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
た
人
に
対
し
、
利
子
を
補
給

▼
木
造
住
宅
建
築
等

助
成
制
度
補
助
金

木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
増
築

を
町
内
の
業
者
に
依
頼
し
た
人
に
、

当
該
住
宅
に
賦
課
さ
れ
た
固
定
資

産
税
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

申
請
日
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
の
う
ち
、
町
税
な
ど
の
支

払
い
を
口
座
振
替
で
行
っ
て
い
る

人
、
も
し
く
は
今
後
口
座
振
替
を

す
る
人

【
そ
の
他
】

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

▼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

T
O
U
K
A
I
―
０ゼ

ロ

町
で
派
遣
す
る
専
門
家
が
、
対

象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
1
棟
1
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

診
断
結
果
を
も
と
に
、
耐
震
補

強
計
画
の
作
成
や
耐
震
補
強
工
事

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
計

画
の
作
成
や
工
事
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

昭
和
５６
年
５
月

５６

３１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅

【
そ
の
他
】

工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
契

約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

建
設
課
（
3
4
）
1
9
5
2

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
改
善
事
業
補
助
金

地
震
発
生
時
に
倒
壊
・
転
倒
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
ま
た
は
改
善
を
行
う
場
合
、

工
事
や
設
計
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

撤
去
は
道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
、
改
善
は
広
域
避
難
地
避
難

路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど

【
そ
の
他
】

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

建
設
課
（
3
4
）
1
9
5
2

し
ま
す
。

【
対
象
】

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
な
ど

そ
の
他
の
教
育
機
関
に
就
学
す
る

た
め
借
り
入
れ
た
教
育
資
金（
カ
ー

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
借
り
入
れ
は
対

象
外
）

・
利
子
補
給
率
は
３
％
以
内
、
期

間
は
最
初
の
交
付
決
定
を
行
っ
た

日
か
ら
10
年
以
内（
在
籍
期
間
中
）

問

教
育
委
員
会（

3
4
）1
1
1
7

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
、
１
ｋ
ｗ
に
つ

き
５
万
円
で
、
最
高
４
ｋ
ｗ
（
２０

万
円
）
ま
で
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
兼
用
住
宅
を
含
み
、

賃
貸
住
宅
は
除
く
）
に
新
た
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る

人
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

企
画
調
整
課（

3
4
）1
9
2
4

ྩ࿨�年౓

初めての教室にドキドキの新1年生（西小学校）
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▼
町
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
助
成

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部

を
上
限
１
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
満
３０
歳

以
上
７５
歳
未
満
の
人

・
国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
な

い
世
帯
の
人

・
町
の
き
っ
か
け
健
診
、
特
定
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
受
診

結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
人

【
そ
の
他
】

受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
若
年
が
ん
患
者
等
支
援
事
業

若
年
が
ん
患
者
等
の
生
活
の
質

の
向
上
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

①
妊
孕
性
温
存
治
療
費
（
生
殖
機

に
ん

よ
う

能
温
存
に
要
す
る
経
費
）
助
成

②
医
療
用
補
整
具
購
入
費（
ウ
ィ
ッ

グ
や
人
工
乳
房
等
購
入
費
）
助
成

③
在
宅
療
養
生
活
支
援
（
末
期
が

ん
患
者
な
ど
の
自
宅
療
養
者
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具
な
ど

に
係
る
経
費
を
支
援
）

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
が
ん
患
者

①
治
療
開
始
日
に
40
歳
未
満

②
年
齢
制
限
な
し

③
40
歳
未
満

問

健
康
福
祉
課（

3
4
）1
9
3
7

▼
防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
受
講
料
や
防
災
士
認
証
登

録
申
請
料
、
旅
費
な
ど
を
対
象
に

１０
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
ま
た
は
区
に
所
属
し
て
い
る

人
で
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
区
長

が
推
薦
す
る
人

問

総
務
課
（
3
4
）
1
9
1
3

▼
猫
の
不
妊
去
勢
手
術

費
用
補
助
金

猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手

術
お
よ
び
併
せ
て
行
う
耳
カ
ッ
ト

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
飼
い
猫
ま
た
は
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
手
術
お
よ
び
耳
カ
ッ
ト
を

受
け
さ
せ
る
人

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

手
術
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

町
民
生
活
課（

3
4
）1
9
3
2

▼
生
ご
み
堆
肥
化

促
進
事
業
補
助
金

ご
み
の
減
量
化
対
策
に
、
家
庭

か
ら
出
る
生
ご
み
の
家
庭
処
理
を

推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
の
堆
肥

化
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼
家
具
転
倒
防
止
器
具
等

購
入
補
助
金

家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
設
置
す

る
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅（
事
業
所・

店
舗
）
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者

【
そ
の
他
】

・
６５
歳
以
上
の
世
帯
は
全
額
補
助

・
自
ら
購
入
、
設
置
す
る
場
合
は

上
限
１
万
円

・
自
ら
購
入
し
、
設
置
を
事
業
者

に
依
頼
す
る
場
合
ま
た
は
す
べ
て

を
事
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
は
、

上
限
２
万
円

問

総
務
課
（
3
4
）
1
9
1
3

New
!!

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
一
度
申
請
を
し
て
い
る
場
合
は
、

５
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

問

町
民
生
活
課（

3
4
）1
9
3
2

▼
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
補
助
金

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
内
に
浄
化
槽
を
所
有
し
、
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
新
築
ま
た
は
改
築
な
ど
に
伴
う

設
置
替
え
は
対
象
外
で
す
。

問

町
民
生
活
課（

3
4
）1
9
3
2

▼
寿
回
数
券

バ
ス
回
数
券
の
購
入
代
金
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
る
満
７０
歳
以
上

の
人

【
そ
の
他
】

役
場
企
画
調
整
課
で
発
行
す
る

証
明
書
お
よ
び
購
入
申
込
書
を
持

݈
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▼
鳥
獣
害
対
策
事
業
補
助
金

農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
に
、
電

気
柵
な
ど
の
購
入
・
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
、
設
備
購
入
費
の

2
分
の
1
（
上
限
10
万
円
ま
で
）

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
り
、
農
作
物
な

ど
に
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
人
ま
た

は
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

▼
有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金
制
度

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣

の
保
護
お
よ
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
駆
除
報

奨
金
を
支
給
し
ま
す
。

・
野
生
猿

１
頭
２
万
２
千
円

・
猪
と
日
本
鹿

１
頭
５
千
円

【
対
象
】

・
町
内
に
お
い
て
対
象
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
人

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
た
人

【
そ
の
他
】

国
や
J
A
か
ら
も
駆
除
に
対
す

る
助
成
金
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

▼
狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

取
得
補
助
金

県
で
主
催
す
る
狩
猟
免
許
試
験

（
わ
な
免
許
）
お
よ
び
県
猟
友
会

主
催
で
行
わ
れ
る
試
験
予
備
講
習

会
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

・
新
た
に
狩
猟
免
許（
わ
な
免
許
）

を
取
得
し
た
人

【
そ
の
他
】

・
申
請
年
度
内
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
受
験
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
受
験
の
申
し
込
み
は
、
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

▼
小
売
事
業
者

強
化
事
業
費
補
助
金

町
内
の
事
業
者
で
、
情
報
通
信

媒
体
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
取

り
組
む
場
合
、
必
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
の
個
人
事
業
者
お
よ
び
申

請
後
１
年
以
内
に
町
内
で
事
業
を

行
う
人
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
新
規
作
成
や
改
修
に
伴
う
委
託

費
用
や
商
標
登
録
、
意
匠
登
録
に

か
か
る
費
用
な
ど

・
事
業
費
が
１０
万
円
以
上

１０

６０
万
円

ま
で
の
う
ち
、
２
分
の
１
が
限
度

で
す
。

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問

産
業
振
興
課（

3
4
）1
9
4
6

▼
切
枝
用
河
津
桜

新
植
支
援
事
業
費
補
助
金

切
枝
用
の
河
津
桜
植
栽
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人
（
団
体
）

で
切
枝
用
河
津
桜
を
栽
培
し
、
販

売
す
る
目
的
で
実
施
す
る
事
業

・
苗
木
を
１０
本
以
上
一
括
購
入
し

植
栽
す
る
人
（
団
体
）

問

企
画
調
整
課

（
3
4
）
1
9
2
4

参
し
、
東
海
バ
ス
河
津
駅
案
内
所

で
回
数
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問

企
画
調
整
課（

3
4
）1
9
2
4

▼
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

町
民
施
設
利
用
券

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
に
無
料
で

入
園
で
き
る
町
民
施
設
利
用
券
を

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
ま
た
は
役
場

で
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

町
に
住
所
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
入
園
時
に
免
許
証
な
ど
の
提
示

が
必
要
で
す
。

・
1
回
に
町
民
何
名
様
で
も
無
料

で
入
園
で
き
ま
す
。

問

企
画
調
整
課（

3
4
）1
9
2
4

▲試験出荷した河津桜切枝

঎
޻
ɾ
೶
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̐助
成・補助

ྩ࿨�年౓

5人の新1年生が入学「よろしくお願いします！」（東小学校）

฻Βし΍すいະདྷΛ

▲70歳以上のバス利用に寿回数券

町の助成・補助制度の紹介
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高齢運転者に啓発グッズを配り呼びかけ

これからの中学校生活に希望を抱く新入生

名前を呼ばれマスク姿で返事をする緊張ぎみの新入生（南小学校）

駅前で安全運転を呼びかけ
य़ͷ全ަࠃ௨安全運ಈ ֗಄޿ใ

春の全国交通安全運動が４月６日から１５日にかけて
行われ、６日朝には河津駅周辺で街頭指導・広報活動
が行われました。
歩行者の安全確保や高齢運転者の安全運転などを目
標に、町交通安全対策委員と町議会議員らが、通勤中
の歩行者やドライバーに広報チラシや啓発グッズを配
り、交通安全の注意を呼びかけました。

河津中学校（鈴木弘光校長）入学式が４月７日、河
津中学校で行われ５１人の生徒が入学しました。今年は
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、規模を
縮小して行われ、全員がマスク着用の入学式となりま
した。新入生を代表して萩原瀬凪さん＝笹原＝が「中

せ な

学生としての自覚と責任を持って生活していきます」
と誓いの言葉を述べました。

希望と自覚を胸に中学入学
Տ௡中学ߍ ୈ��ճ入学ࣜ

町内３小学校の入学式が４月７日、各小学
校で行われ、東小５人、西小８人、南小３６人
の児童が入学しました。新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、全員がマスク着用の
入学式となりました。町立南小学校（黒田英
津子校長）では、校長先生の言葉を新入生が
真っ直ぐな目で見つめ聞いていました。２年
生からは歓迎の言葉と歌が披露され、元気いっ
ぱいな歌声が会場に響きました。新しい友達
やお兄さんお姉さんたちと楽しみな小学校生
活が始まります。

ドキドキドン！１年生
ொ಺̏খ学ߍ 入学ࣜ
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レスリング東海大会優勝
ʑ໦௨জさΜࠤ ࠂொ௕΁ใ؛

レスリングＪＯＣ杯全日本ジュニア選手権東海・北
信越大会のグレコローマンスタイル６０茜級で優勝した
佐々木通彰さん＝長野＝（稲取高新３年）が、岸重宏

みち あき

町長に優勝を報告しました。岸町長は、「河津の子ども
がスポーツでがんばってくれることがうれしい。夢は
オリンピック選手がでること。これからもがんばって
ほしい」と佐々木さんと堅い握手を交わしました。

堅い握手を交わす岸町長と佐々木さん

「チューリップ」の歌を聞く新入園児

町立さくら幼稚園（竹内佐紀子園長）の入園式が４
月９日に行われ、新たに１９人の園児が入園しました。
先生たちが歓迎の歌「チューリップ」を踊りながら披
露すると、新入園児らはリズムに乗りながら楽しんで
聞いていました。新型コロナウイルス感染症の影響で
入園式翌日から休園になりましたが、新入園児らは新
しいお友達とのさくらっこ生活が始まりました。

今日からさくらっこ生活
さくら༮ஓԂ ೖԂࣜ

TTopicTopicsTopics

と
対
戦
し
た
河
津
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
が
、

１３
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。
優
勝

し
た
河
津
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
は
、
１１
月

に
開
催
予
定
の
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
は
、
下
田
支
部
８
チ
ー
ム
で

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
、
決
勝
で

松
崎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対

戦
し
、１１
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。

両
大
会
で
選
手
ら
は
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
２
大
会

制
覇
と
い
う
記
録
に
コ
ー
チ
ら
と

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

ジャガーズが２大会制覇
Տ௡ジャガーズ

少
年
野
球
の
「
第
１５
回
下
田
市

長
杯
兼
第
６
回
し
ず
ぎ
ん
カ
ッ
プ・

静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
学
童
軟

式
野
球
下
田
支
部
大
会
」
が
３
月

２０
日
と

２０

２１
日
、「
第

２０

２１

２８
回
河
津
ラ
イ

オ
ン
ズ
旗
兼
高
円
宮
賜
杯
第
４０
回

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
下
田
支
部

大
会
」
が
３
月
２１
日
と

２１

２２
日
に
町

内
で
開
催
さ
れ
、
河
津
ジ
ャ
ガ
ー

ズ
が
両
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

し
ず
ぎ
ん
カ
ッ
プ
は
、
下
田
支

部
８
チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

行
い
、
決
勝
で
朝
日
コ
ン
バ
ッ
ト

2大会制覇した河津ジャガーズ

大会で活躍する選手 チーム優勝のために奮闘
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▲NPO法人伊豆の田舎暮らし夢支援センター
（提供写真）

年度は河津バガテル公園

に協力隊としての拠点を

置き活動をしてきましたが、4

月1日から協力隊それぞれが担

当する業務に適した拠点を町内

に設けることになりました。

私はNPO法人伊豆の田舎暮ら

し夢支援センターの事務所「夢
ゆめ

泉」＝上峰＝に活動拠点を移し、
せん

移住定住支援事業をメインの業

務として活動していきます。

昨年、河津町は伊豆半島南部

の1市5町の中では唯一、転入し

てきた人数が転出した人数を上

回る「転入超過」となりました。

町の人口減少に歯止めをかける、

もしくは減少のペースを少しで

も遅らせるために私が目標とす

るのは、この「転入超過」を継

続していくことです。

すでに知っている人も多いと

思いますが、河津町には、町ホー

ムページで空き家情報を公開し、

町内への移住を希望する人の住

宅確保を支援する「空き家バン

ク制度」があります。町内に使

われていない住宅を所有してい

る人は、ぜひ空き家バンクで空

き家を利活用することをご検討

ください。そして町の人口減少

をくい止めることにも一役かっ

ていただければと思います。ど

うぞよろしくお願いします。

昨
灸転入超過究を継続するために

https://www.facebook.com/
kawazu.kyouryokutai/

輿
こし

水
みず

光
こう

樹（55歳）

き

横浜市出身。2019年4月、河津町地域
おこし協力隊に着任。任期3年。趣味
はフライフィッシング。

釣り日記 vol.5

河津町地域おこし協力隊௨৴

地元に
恩返しをしたい

子
ど
も
の
頃
か
ら
乗
り
物
好

き
だ
っ
た
鳥
澤
真
さ
ん
。
東
京

の
専
門
学
校
で
４
年
間
学
び
、

一
級
小
型
自
動
車
整
備
士
の
国

家
試
験
に
合
格
し
、
現
在
は
下

田
市
の
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
静
岡
で

自
動
車
整
備
士
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

河
津
に
戻
る
若
者

が
少
な
い
中
、
真
さ
ん
は
な
ぜ

地
元
勤
務
を
望
ん
だ
の
か
聞
く

と
、「
東
京
に
住
み
な
が
ら
故
郷

の
人
の
温
か
さ
に
気
づ
い
た
こ

と
や
、
小
さ
い
頃
か
ら
地
域
の

人
に
お
世
話
に
な
り
、
地
域
を

支
え
る
父
の
姿
を
見
て
い
た
事

も
あ
っ
て
地
元
を
希
望
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
事
を
始
め
て
一
年
、
業
務

工
程
を
覚
え
一
人
立
ち
し
て
い

鳥澤 真 さん
とりさわ しん
下峰 23歳
血液型Ｂ型 てんびん座
自動車整備士350

く
こ
と
に
意
欲
が
湧
き
、
ま
す

ま
す
楽
し
く
な
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る

事
は
、
目
の
前
の
車
を
た
だ
整

備
す
る
の
で
は
な
く
、
車
に
乗

る
お
客
さ
ま
の
事
を
考
え
な
が

ら
整
備
士
と
し
て
の
腕
を
奮
う

こ
と
。
尊
敬
す
る
先
輩
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
心
得
は
、
ど
ん

な
簡
単
な
事
で
も
そ
の
先
ま
で

考
え
て
仕
事
を
す
る
こ
と
。
真

さ
ん
の
業
務
心
得
と
し
て
し
っ

か
り
と
根
付
い
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
部
活
で
鍛
え
た

卓
球
を
仲
間
た
ち
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
地
域
か
ら
愛
さ
れ
て

育
っ
た
真
さ
ん
が
想
い
に
応
え

て
帰
っ
て
来
た
こ
と
に
明
る
い

未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

フ シュレッ

【
取
材
】鈴
木
香
織
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

NPO法人伊豆の田舎暮らし夢支援セン
ター「夢泉」
緯32－2307
緯080－1624－5029（協力隊 輿水）
役場企画調整課 緯34－1924

╲空き家の相談はコチラまで╱



新着図書案内
出版社著者名書 名（一般書）

青幻社酒井抱一、鈴木其
一、中野其明/画四季の花 上・下巻

幻冬社伊東 潤/著茶聖

平凡社能町 みね子/著結婚の奴

マイナビ出版井本 邦昭/著人体美学 今ある悩みに効
く女性のための力学体操

中央法規小林 雅彦/著民生委員活動の基礎知識

出版社著者名書 名（児童書）

PHP研究所濱野京子/作
橋はしこ/絵県知事は小学生？

くもん出版永山久夫/監修歴史ごはん 信長、秀吉、家
康たちが食べた料理

フレーベル館アリー・チャン/作・絵
小栗 佐多里/訳まざっちゃおう！

偕成社はしもとえつよ/
作・絵おおいなるだいずいちぞく

アリス館岡本雄司/作いろんなでんしゃはっしゃ
しまーす

１１ 2020.5 ใかΘͮ޿

ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

館
長
の
つ
ぶ
や
き

第
二
十
三
回
「
伊
豆
文
学
賞
」

優
秀
作
品
集
が
届
い
た
。
今
年
も

伊
豆
を
舞
台
に
し
た
小
説
や
随
筆
、

四
点
の
入
賞
作
品
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。
伊
豆
文
学
賞
の
入
賞
作
品

は
小
説
が
多
い
。
応
募
数
も
百
五

十
七
点
と
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
比
べ

て
も
圧
倒
的
な
こ
と
も
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
今
回
は
随
筆
の

「
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
と
走
っ
た
天

城
峠
」
が
優
秀
賞
だ
っ
た
。
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
《
乗
り
合
い
バ
ス
の

変
遷
》
と
あ
っ
て
、
バ
ス
ガ
イ
ド

史
と
し
て
も
読
み
応
え
が
あ
っ
て
、

半
世
紀
前
の
路
線
バ
ス
の
旅
を
味

わ
っ
た
。

図書館だより

凪良ゆう/著
なぎ ら

流浪の月本屋大賞

小川糸/著ライオンのおやつ２位

砥上裕將/著線は、僕を描く３位

横山秀夫/著ノースライト４位

川越宗一/著熱源５位

相沢沙呼/著medium霊媒探偵城塚翡翠６位

川上未映子/著夏物語７位

知念実希人/著ムゲンのi８位

早見和真/著店長がバカすぎて９位

青柳碧人/著むかしむかしあるところに、死体がありました。10位

No.205５ 町立文化の家

http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/
＜開館時間＞ 9時～18時 土・日は17時まで
＜休 館 日＞ 月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館 緯34－1115

本屋大賞は、全国の書店員さんが自分で読んで「面白かった」
「薦めたい」「売りたい」と思った本を投票し決定します。文化の
家図書館では、受賞した全作品を取りそろえています。

2020年本屋大賞が決定しました

図書館カレンダー

鞄小学生向け…時間のはこぶね（毎週水曜15：50～16：20）
と き

鞄乳幼児向け…はらぺこあおむしの会（毎週木曜）
0～2歳児向け 10：10～10：30
2・3歳児向け 10：40～11：00

鞄幼 児 向 け…幼児のおはなし会（第2土曜10：00～10：30）

おはなし会

FRI１
SAT２
SUN３
MON４
TUE５
WED６
THU７
FRI８
SAT９
SUN10
MON11
TUE12

時間のはこぶね
と き

WED13
はらぺこあおむしの会THU14

FRI15
SAT16
SUN17

休館日MON18
TUE19

時間のはこぶね
と き

WED20
はらぺこあおむしの会THU21

FRI22
SAT23
SUN24

休館日MON25
TUE26

時間のはこぶね
と き

WED27
はらぺこあおむしの会
ブックスタート 13時～（令和2年1月生まれ）THU28

FRI29
SAT30

休館日（館内整理）SUN31

May2020

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため休館

※今後の状況により、開館や
イベントの予定は変更にな
る場合があります。

▼



健康福祉課 緯34－1937

今月のテーマ

2週間動かないと
7年分の筋肉量が
失われる!?

か わ い く

■健康相談および母子健康手帳交付
日 時 5月25日（月）、6月1日（月）

13時30分～15時30分
場 所 保健福祉センター
持ち物 ・妊娠届出書（病院で配付さ

れた場合はご持参ください。）
・個人番号カードまたは通知
カード

・身元の確認ができるもの
（写真付きでない場合は2種
類ご持参ください）

・印鑑

■育児相談
日 時 6月2日（火）

10時～11時30分
場 所 保健福祉センター

ふれあいホール
対象者 子育て中の保護者
内 容 身体測定、離乳食や子どもの

食事に関する相談、育児相談
持ち物 母子健康手帳

■のびのび発達検査（要予約）
日 時 6月11日（木）
場 所 保健福祉センター 相談室2
2カ月に1回、児童相談所心理司によ

る精神発達精密検査と個別相談を行っ
ています。利用したい人は、健康福祉
課まで連絡してください。

2020�5 ใかわづ޿ １２

かわづで子育て

自宅でできる
筋トレPartⅡ

問健康福祉課 緯34－1937

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
感
染
予
防
の
た
め

に
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
と
共
に
３
つ
の
密（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
も
一

般
介
護
予
防
教
室
、
認
知
症
カ

フ
ェ
「
わ
さ
び
の
花
」
な
ど
高

齢
者
対
象
の
事
業
を
中
止
し
ま

し
た
。
子
ど
も
の
予
防
接
種
や

健
診
な
ど
は
、
延
期
や
人
数
を

少
な
く
す
る
な
ど
縮
小
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
感
染
を
恐
れ
る
あ
ま

り
外
出
を
控
え
す
ぎ
て
、
ず
っ

と
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
１
日
中

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
り
、ぼ
ー
っ

と
し
て
い
た
り
、
食
事
も
た
ま

に
抜
い
て
し
ま
っ
た
り
し
、
気

健
康
福
祉
課

遠
藤

絹
代

保
健
師

が
つ
く
と
誰
と
も
会
話
し
て
い

な
か
っ
た
な
ん
て
こ
と
あ
り
ま

体
や
頭
の
動
き
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
歩
く
こ
と
や
身
の

回
り
の
こ
と
な
ど
生
活
動
作
が

行
い
に
く
く
な
っ
た
り
、
疲
れ

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
２

週
間
こ
の
よ
う
な
生
活
を
す
る

と
７
年
間
分
の
筋
肉
量
が
失
わ

れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
①
家
の
中
で
で
き

る
運
動
を
す
る
。
②
座
っ
て
い

る
時
間
を
減
ら
し
、
日
ご
ろ
出

来
な
い
片
付
け
な
ど
を
す
る
。

③
日
の
あ
た
る
と
こ
ろ
で
散
歩

す
る
。
こ
の
３
つ
の
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
読
む

こ
ろ
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
が
収
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

せ
ん
か
？

動
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
身 虚イスに浅く座り両足を肩幅に開く 許足を床と平行に上げる

自宅でできるおすすめの筋トレメ
ニューを紹介します。
ゆっくり8秒声に出しながらカウ

ントしましょう。10回で1セット、
週に3回以上が目標です。
体調が悪いときは、無理せずしっ
かり休み、痛みがあるときは、医師
に相談しましょう。

自宅でできる筋トレPartⅠ ひざ伸ばし

もっと

虚イスに浅く座り、両足
を肩幅に開く

許ひざに力を入れて胸に
近づけ、元に戻す

４秒かけて股関節を意識して腰を落とし、４秒かけ
て元に戻す。（最大90度を目指す）

下半身の筋肉を鍛えるスクワット大腰筋＋腹筋を鍛えるもも上げ

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

緯0120−560−655（年中無休）

新型コロナウ
イルス感染症
に留意して実
施します

４４４秒か
けて上秒かけ
て上げげげ

４秒か
けてて戻

し

４秒か
けて戻

しててて４秒か
けて上

げ

４秒か
けて戻

して

ひひざははつ
ま先よ

ひざはつ
ま先よりりり

前に出出さ
なないで

前に出さ
ないで！ひざはつ
ま先より

前に出さ
ないで！

保健福祉
センター
だより



町政 PickUp
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□行政

□財政

□防災

□消防

□企画

□福祉

□子育て

□介護

□保険

□健康

□議会

□窓口

□税務

□建設

□水道

□産業

□教育

「
災
害
か
ら
人
を
守
る
」路
面
標
示

඿
・
࡫
ݪ
地
۠
に
௡
೾
ආ
೉
༠
ಋ
࿏
໘
ඪ
ࣔ

▲河津駅南口に設置されたデジタルサイネージ

協
議
会
は
、
県
や
河
津
町
を
含

む
８
市
町
、
交
通
事
業
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
交
通
結
節
点
で
の
利

用
者
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
目
的

に
、
電
車
か
ら
バ
ス
へ
の
わ
か
り

や
す
い
乗
り
継
ぎ
を
図
り
ま
す
。

河
津
駅
で
は
、
バ
ス
停
ま
で
歩

か
な
く
て
も
駅
構
内
で
次
発
の
バ

ス
発
車
時
間
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

東
伊
豆
・
中
伊
豆
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
が
河
津
駅
南
口

に
バ
ス
電
光
掲
示
板
「
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
」
を
設
置
し
、
４
月

１
日
か
ら
運
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、
バ

ス
運
行
情
報
を
表
示
し
、
常
に
次

発
以
降
の
情
報
に
更
新
さ
れ
、
運

休
や
臨
時
便
な
ど
の
情
報
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▲津波避難誘導路面標示（河津駅周辺）

津
波
避
難
経
路
を
示
す
路
面
標

示
を
、
浜
・
笹
原
地
区
の
津
波
浸

水
想
定
区
域
内
で
多
く
の
人
が
訪

れ
る
場
所
２４
カ
所
に
設
置
し
ま
し

た
。
路
面
標
示
は
、
津
波
発
生
を

想
定
し
、
路
面
に
矢
印
標
示
で
津

波
浸
水
想
定
区
域
外
に
誘
導
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
な
ど
町
内
の
避

難
場
所
を
知
ら
な
い
人
で
も
一
目

で
避
難
す
る
方
向
が
わ
か
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

れ
て
い
る
か
現
地
視
察
を
行
い
、

新
た
な
施
設
更
新
の
計
画
に
つ
い

て
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▼
料
金
改
定
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

水
道
料
金
改
定
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
委
員
の
共
通
理
解
と
し
て

あ
り
ま
す
が
、
い
つ
・
ど
の
よ
う

な
体
系
で
実
施
す
る
か
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
す
が
、
最
後
に
、

総
合
的
に
水
道
委
員
会
と
し
て
意

見
集
約
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▽
値
上
げ
す
る
ペ
ー
ス
を
緩
や
か

に
、
段
階
的
に
し
て
ほ
し
い
▽
水

道
使
用
量
が
多
い
利
用
者
に
対
し

て
の
配
慮
は
あ
る
の
か
▽
後
に
使

用
す
る
人
の
た
め
に
、
現
在
使
用

す
る
人
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な

い
よ
う
に
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い

▽
３０
年
以
上
料
金
を
見
直
さ
な
か
っ

た
結
果
が
現
状
、
定
期
的
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
。

▼
料
金
改
定
（
意
見
集
約
）

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
全
体
で
約
３５
％
値
上
げ

し
た
料
金
改
定
を
、
令
和
３
年
度

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
意
見

集
約
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
水
道
委
員
会
で

検
討
さ
れ
た
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

▼
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
資

産
管
理
）
結
果
を
踏
ま
え
て

老
朽
化
し
た
水
道
管
・
施
設
の

更
新
が
、町
内
各
所
で
必
要
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
計
画
的
な
更
新
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
委

員
会
を
設
置
し
、
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
戦
略
の

策
定
に
あ
た
っ
て

今
後
１０
年
間
の
将
来
像
と
、
経

営
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

主
に
、
水
道
事
業
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
「
適
切
な
水
道
料
金
の

設
定
」
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
を
更

新
し
て
い
く
た
め
に
は
、
水
道
料

金
の
見
直
し
が
必
要
と
い
う
意
見

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

▼
主
要
事
業
の
現
地
視
察

経
営
戦
略
に
掲
載
し
た
「
事
業

計
画
」
に
沿
っ
て
事
業
が
実
施
さ

次
発
バ
ス
時
間
を
わ
か
り
や
す
く

σ
ジ
λ
ϧ
α
Π
ネ
ー
ジ
ઃ
ஔ
ˏ
Տ
௡
Ӻ

水
道
料
金
約
35
％
値
上
げ
方
向
へ

͜
Ε
͔
Β
΋

҆
શ
Ͱ
͓
͍
͠
͍

Έ
Μ
ͳ
の
水
道



2020�5 広報かわづ １４

で
広報かわづ配信中！ 今月の納税

後期高齢者医療保険料随時期、介護保険料1期
6月1日（月）が納期です。
問 健康福祉課 緯34－1937

軽自動車税全期、国民健康保険税1期
6月1日（月）が納期です。
問 町民生活課 緯34－1928

新型コロナウイルス感染症拡大防
止に伴い、広報かわづに掲載した
イベントなどが延期または中止に
なることがあります。イベントの
実施については、各団体にお問い
合わせください。

特殊詐欺に注意
静岡県内で発生した特殊詐欺は、3

月22日までに85件、約2億円の被害が

あり、そのうちの約6割が東部で発生

しています。特殊詐欺にはかからない

よう注意しましょう。

このような電話やハガキは詐欺

葛息子、孫などを名乗った電話で

「会社の重要な書類が入っていたカバ

ンをなくした」

「会社のお金を使い込んだ」

「代わりの者が取りに行く」

葛債権会社を名乗る『お支払い確認が

取れていない』というハガキ

上記のような電話やハガキには

渇キャッシュカードを渡さない

渇身に覚えのない請求は無視

問下田消防署管内防犯協会

緯27－2766

自動車税納付は6月1日まで

※自動車税（種別割）は6月1日までに

納めましょう。

漫画：県賀茂地域局 村松大輔

問県下田財務事務所課税課

緯24－2018

電波のルールは守ろう

町HPバナー広告募集
町ホームページに掲載するバナー広

告（全10枠）を募集しています。バ

ナー広告とは、ホームページ上に表示

される帯状の広告で、民間企業などの

ホームページを表示できるようリンク

機能を設定したものです。

広 告 ①大きさ…縦40ピクセル、横

180ピクセル

②画像形式…JPEG、PNGなど

③データ容量…4KB以内

※データは各自作成・入稿

掲 載 1カ月を単位に、3月末まで

（継続制度あり）

トップページ下段に掲載

料 金 私企業または自営業で町内に

事業所などを有するもの

1枠あたり月額3,000円

上記以外のもの

1枠あたり月額5,000円

申 込 町ホームページに掲載してい

る申込書に記入し、企画調整

課に提出してください。

掲載要綱など詳しくは、町ホームペー

ジを確認してくだ

さい。

問企画調整課広報秘書係

緯34－1924

国勢調査は、全国の世帯を対象に5

年に1度実施する国の重要な統計調査

です。8月から10月に調査票の配布や

回収を行う調査員を募集しています。

資 格 ①～⑤すべてにあてはまる人

①町内在住または町内で活動

可能な20歳以上75歳以下の人

②日本国籍を有する人

③秘密の保護を尊守できる人

④警察および選挙に直接関係

のない人

⑤暴力団員でなく暴力団や暴

力団員と密接な関係がない人

募 集 約40人 7月1日（水）まで

報 酬 1調査おおむね3～5万円程度

（調査の件数などによる）

問企画調整課企画調整係

緯34－1924

国勢調査調査員募集

昨年12月に町ホーム
ページをリニューア
ルしました

葛

6月1日から6月10日は、電波利用環

境保護周知啓発強化期間です。電波の

利用にはルールがあります。

渇無線機器を利用するときは、必ず

「技適マーク 」が付いているか確

認してください。

渇外格規格の無線機器は、防災行政無

線やテレビ放送などに妨害を与えるお

それがあり、国内では使用できません。

問総務省 東海総合通信局

不法無線局の相談 緯052－971－9107

テレビなどの受信障害の相談

緯052－971－9648

新型コロナ電話相談会
県青年司法書士協議会は、「新型コロ

ナウイルスに関する生活困りごと電話

相談会」を開始します。

日 時 5月30日（土）までの毎週土曜

相 談 司法書士による電話相談

緯054－289－3704

内 容 生活困窮、借金など

問県青年司法書士協議会

緯054－631－9108
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（3月1日～31日届出）

（4月1日現在）

(－68)前月比人7,090人 口

人3,429（男）

人3,661（女）

（－14）前月比世帯3,321世帯数

暮らしの情報 information

人権・行政相談
日時・場所

6月3日（水） 10時～15時

役場 第2会議室

問町民生活課窓口係 緯34－1932

身近なこと生活相談へ
日時・場所

6月3日（水） 10時～15時

役場 第2会議室

問社会福祉協議会 緯34－1286

介護・認知症介護相談
介護相談

5月16日（土）、6月6日（土）

10時～15時

サンシニア河津 相談室

問サンシニア河津 緯32－3203

認知症介護相談

5月23日（土） 13時～15時

サンシニア河津 みねの家

問サンシニア河津 みねの家

緯32－1158

日本年金機構出張相談
三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や、年金の請求、各種書

類の提出などを受け付けますのでご利

用ください。

日時・場所

5月21日（木） 河津町役場（要予約）

10時30分～11時30分、13時～15時

5月22日（金） 東伊豆町役場（要予約）

9時30分～11時30分、13時～14時

電話予約をしてください。

問河津町役場健康福祉課 緯34－1937

東伊豆町役場健康づくり課

緯0557－95－6304

介護・法律相談
日時・場所

5月20日（水） 介護相談 10時～12時

法律相談 13時～15時

保健福祉センター 相談室2

法律相談は事前に予約をしてください。

問社会福祉協議会 緯34－1286

人KENあゆみちゃんと人KENまもる君

「文芸かわづ」第19号が発刊されま

した。随筆・詩・短歌・俳句などを集

めた文芸集です。町在住、在勤、出身

者から応募のあった作品のほか、河津

中生徒からの作品も多く掲載されてい

ます。文芸かわづは、A5版、152ペー

ジ。教育委員会と町立文化の家図書館

で配布しています。

問教育委員会社会教育係 緯34－1117

文芸かわづ第19号発刊

4月1日から5月31日まで県内全域で

「春の農作業安全確認運動」を実施し

ています。平成29年の全国の作業中の

死亡事故は304件でした。前年より8

件減少しましたが、依然として高い水

準です。

春は、茶の摘採や田植えなど農業機

械の利用が多い時期です。農作業事故

は十分注意することで防ぐことができ

ます。基本的な注意事項を確認し、農

作業事故ゼロを目指しましょう。

問産業振興課農林水産係 緯34－1946

農作業安全運動実施中

相 談

お知らせ

ひとの動き

戸籍だより

人口と世帯
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小澤さんが作った中華料理

河
津
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

広
報
紙
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
話
題
が
絶
え
ま
せ

ん
。
い
つ
も
な
ら
取
材
で
外
に
出

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
自
粛
も
多
く
、
外
出
を
控
え
て

『
お
う
ち
時
間
』が
増
え
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
趣
味
を
見
つ
け
よ
う

か
な
と
思
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

５
月
に
は
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

の
春
バ
ラ
が
咲
き
始
め
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
は
自
粛
に
な
っ
て
も
花
は

咲
き
、
公
園
に
彩
り
を
添
え
て
く

れ
ま
す
。
写
真
に
お
さ
め
、
み
な

さ
ん
に
明
る
い
話
題
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。（
s
）

姉妹都市長野県白馬村通信

広報はくば公募写真掲載第１号

４
月
か
ら
河
津
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
小
澤
美
紀
さ

ん
。
町
商
工
会
で
ロ
ケ
誘
致
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
新
た
な
返
礼
品
の
開
拓
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
澤
さ
ん
は
台
湾
に
約
７
年
間
住
み
、

仕
事
で
関
わ
っ
た
静
岡
の
人
が
良
い
人

で
、
海
も
あ
り
気
温
も
暖
か
い
静
岡
県

に
住
み
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
帰

国
後
、「
河
津
町
で
ロ
ケ
誘
致
活
動
な
ど

を
行
う
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
た
の
で
、

海
外
で
の
経
験
が
活
か
せ
る
と
思
い
応

募
し
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
誘
致
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
落
ち
着
い
た
ら

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
を
増
や
す
た
め
の
活
動
に
努

め
て
い
ま
す
。
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い

て
小
澤
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
作
り
上
げ

て
い
く
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
や
り
が

い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。河
津
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
た
く
さ
ん
の
人
が
河
津
に
来
て

く
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

台
湾
で
は
中
華
料
理
に
関
す
る
資
格

を
取
得
し
た
小
澤
さ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

中
華
料
理
を
習
得
し
ま
し
た
。今
後
は
、

河
津
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
観
光
に
関

す
る
資
格
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
か
た
わ

ら
、
常
に
目
標
を
持
ち
、
目
標
達
成
の

た
め
に
努
力
す
る
小
澤
さ
ん
に
力
強
い

パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

小澤 美紀さん
河津町地域おこし協力隊

長野県岡谷市出身。休日は、河津の観
光地を見てまわるなど、まずは河津を
よく知るところから始めている。今後
は、伊豆の温泉巡りをしたいと思って
いる。

浜 47歳
おざわ みき

撮影：細川有加里さん 「心地よい 春」

記録的な少雪、暖冬、新型コロナウイルスと今までにない事態が続いて

いますが、一年後の春を穏やかに迎えられるよう、一人ひとりの行動を見

直し、一丸となってこの難局を乗りこえたいところです。

４月号から広報はくば

表紙写真の公募が始まり、

さっそくたくさんの人か

ら応募をいただきました。

いろいろな人が思い思い

のお花見を楽しむ様子を

見て、パチリと撮影され

たとのことです。（撮影者

コメントより）




